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1. はじめに 

近年，人工知能の急速な発展により，様々な技

術が開発された．その中でも，DeepFakeなどのよ

うに写真や動画の人物の顔情報を偽り，社会から

批判を受けた技術も開発されている．本研究では，

画像や動画の人物の顔情報を変更することを偽

る行為ではなく，プライバシー保護の手段として

着目し，匿名性のある顔変換システムの実装を試

みた．本研究では，DeepFake技術である Generative 

High-fidelity One Shot Transfer(GHOST)[1]とテキス

トから画像を生成する Stable Diffusion[2]を組み合

わせたシステムを提案する．DeepFakeはターゲッ

トの顔をソースの顔と入れ替えるシステムであ

り，実在する人物同士で顔を変換するため，プラ

イバシーに問題がある．本システムでは，Stable 

Diffusionで生成した実在しない人物の画像をソー

ス画像として用いることで，匿名性を保持する．

このシステムにより従来のぼかしやモザイク処

理よりもターゲットの状況をリアルに表現した

画像及び動画を生成することが可能となる． 

 

2. GHOST[1] 

GHOSTは画像から画像，画像から動画へ顔を交

換する画像認識モデルである．GHOSTの構造を図

１に示す．図 1では，𝑋𝑠はソース画像，𝑋𝑡はター

ゲット画像であり，𝑋𝑠と𝑋𝑡が GHOST の入力とな

る．𝑋𝑠は，事前学習済みの ArcFaceモデルである

Identity Encoderのエンコーダに入力され，ソース

画像の人物のアイデンティティ特徴を保持する

ベクトル𝑍𝑖𝑑に変換される．𝑋𝑡は Attribute Encoder

のエンコーダに入力される．Attribute EncoderはU-

Net 構造を持つモデルであり，属性特徴を抽出し

たベクトル𝑍𝑎𝑡𝑡
1 , 𝑍𝑎𝑡𝑡

2 ⋯𝑍𝑎𝑡𝑡
𝑛−1, 𝑍𝑎𝑡𝑡

𝑛 に変換される．

AAD Generatorは複数の AAD blockからなる AAD 

ResBlock から構成されており，AAD block は

Identity Encoder，Attribute Encoderの情報を抽出す

る．AAD Generatorでは，Identity Encoder，Attribute 

Encoder，AAD ResBlockの出力を順次入力するこ

とで，ソース画像のアイデンティティ情報及び，

ターゲット画像の属性特徴を持つ新しい顔𝑌̂𝑠𝑡を

生成するモデルである． 

 

 
図 1 GHOSTの構造 

 

3. 顔変換システム 

本研究では，入力データが画像-画像，画像-動画

の一組から出力を生成するワンショットパイプ

ラインである点と，画像と動画両方の交換が可能

である GHOST に着目する．また，高精度な画像

を短時間で生成できる点と，入力された任意のテ

キストに基づいた画像を生成するテキストエン

コーダーであることに着目し，仮想の顔画像生成

に Stable Diffusionを使用する．具体的には，プラ

イバシー保護の観点から，DeepFake 技術である

GHOST のソースとなる入力に Stable Diffusion に

より生成した顔画像を用いた新たな顔変換シス

テムを提案する．提案システムの構造を図 3に示

す．ここで，Keywords，𝑋𝑡が入力，𝑌̂𝑠𝑡が出力とな

る．Keywordsは表 1に示す選択式のキーワードに

よって構成される．Keywordsを Stable Diffusionの

入力として与え，Sourceとなる𝑋𝑠′を生成する．𝑋𝑡

をターゲット(Target)画像として，𝑋𝑠′をソース画

像として GHOST に入力として与え，Blending と

なる𝑌̂𝑠,𝑡を出力する．図 4に提案システムの完成例

を示す． 

次に，提案システムについて説明する．提案シ

ステムの𝑋𝑠′を生成するためのキーワード選択画

面を図 4左部に示す．年齢，眼鏡の有無のチェッ

クボックスにチェックを解除した場合や，その他
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の項目で空欄を選んだ場合は Stable Diffusionの入

力には該当するキーワード自体が入力されない．

選択したキーワードは該当する英単語に変換し，

1 つの文章として結合する．この際，人物の顔を

生成しやすいように，文章の末尾に「face front, 

realistic」と追記しておく．その為，キーワードを

全て選択されていない場合でも人物の顔画像が

生成される． 

 

 
図 3 提案システムの構造 

 

表 1 キーワード一覧 

 
 

4. 実験 

本研究の有効性を検証するため，作成したシス

テム内でキーワードを選択し，文章の作成を行っ

た．選択したキーワードは，「性別：男性，年齢：

30，人種的な特徴：黒色人種(Negroid)，眉毛の太

さ：太眉，眼鏡の有無：選択なし」となっており，

生成された文章は「Negroid thick eyebrows 30 years 

old male face front, realistic」である．上記の条件で

実行した結果を図 5に示す． 

 

図 5 実験結果 

 

図 5より，生成した文章から実在しない人物の顔

画像の生成が問題なく行なえる事が確認できた．

その上で，目的としていた実在する人物の顔に対

して，生成した画像を自然に入れ替えることが出

来た． 

 

5. まとめ 

本研究では，1 枚の画像から実在しない人物の

顔に置き換えるシステムを提案した．人物画像の

生成に Stable Diffusion を，画像同士の合成に

GHOSTを使用し，匿名性を保持し，ターゲットの

状況をリアルに表現した画像を生成することを

実現した． 
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図 4 提案システムの画面 
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